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　ガバメント 2.0 とは、（米）オライリ ・ーメディア








































1 はじめに―ガバメント 2.0実現への 2 つ方向性
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原則を示した3）。この様な背景から生まれたのが、















る。このような Do It Ourselves 型の公共政府も、ロー





る。特に進んでいるのが図表 1 に示す米国の data.
gov5）で、2013 年 4 月末時点で、171 の行政機関が
参加し、373,029 のデータセットと、1,209 のデータ
ツールを提供している。また、312 のアプリと 137
のモバイルアプリも提供している。（7 月 2 日時点
では、75,714 のデータセット、137 のモバイルアプ
リと 349 の投稿アプリ、295 の政府 API を提供し
ている。）








gov.au は、114 の行政機関が参加し、1,126 のデー
タセットと 20 のアプリが提供されている。
　データセットは、加工や分析が可能なマシン
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月 1 日から 28 日まで）を開設し、オープンデータ
に関する意見募集を行った。
　2013 年 6 月に、高度情報通信ネットワーク社会
推進戦略本部は「世界最先端 IT 国家創造宣言」9）を








































インフラ整備などを評価した Web Index 2012 が











































び 医 者 ） の パ
フォーマンスに



















公表されており、図表 3は、上位 20 カ国について
のスコアである。トップの米国がスコア 1.407 であ
るのに対して 19 位の日本のスコアは 0.487 である。
　著者 Jose M. Alonso 氏も指摘しているとおり、
Web Index 2012 の総合評価トップのスウェーデン
がオープンデータインデックスでは 30 位（スコア
0.205）となるのは興味深い現象である。総合評価
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限 ら な い。 そ こ で、
米国の「Code for America」18）という試みが参考に
なる。
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　ガバメント 2.0 の向かうもう 1 つの方向は、住民





や地方自治体とを結びつける Code for America の
ような仕組みも重要である。
1）　日本再興戦略 -JAPAN is BACK- （平成 25 年 6 月 14 日）：
http://www.kantei.go.jp/jp/kakugikettei/2013/__icsFiles/afieldfile/2013/06/20/20130614-04.pdf
2）　“Gov 2.0: It's All About The Platform” by Tim O’Reilly （Sep. 4th, 2009, TechCrunch）：
http://techcrunch.com/2009/09/04/gov-20-its-all-about-the-platform/
3）　“Transparency and Open Government” （Memorandum for the heads of executive departments 




6）　Wolfram¦Alpha：http://www.wolframalpha.com/   および
科学技術政策研究所講演録 -246「Wolfram¦Alpha: 情報、計算、そして知の新時代」（2009 年 10 月）
7）　新たな情報通信技術戦略（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 , 平成 22 年 5 月 11 日）：
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/100511honbun.pdf
8）　オープンガバメントラボ：http://www.openlabs.go.jp/
9）　「世界最先端 IT 国家創造」宣言（平成 25 年 6 月 14 日）：
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pdf/it_kokkasouzousengen.pdf
10）  データシティ鯖江：http://www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=11552
11）  WHERE DOES MY MONEY GO?（税金はどこへ行った？）：http://spending.jp/
12）  （独）防災科学技術研究所強震観測網（K-NET, KiK-net）：http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/
13）  Web Index 2012 （World Wide Web Foundation）：http://thewebindex.org/2012/10/2012-Web-Index-Key-Findings.pdf
14）  Introducing the open Data Index：http://www.webfoundation.org/2012/09/introducing-the-open-data-index/
15）  NHK、クローズアップ現代「ガバメント 2.0 市民の英知が社会を変える」：
http://www.nhk.or.jp/gendai/kiroku/detail_3326.html
16）  FixMyStreet：http://www.fixmystreet.com/
17）  FixMyStreet Japan：https://www.fixmystreet.jp/
18）  Code for America：http://codeforamerica.org/
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